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蓬
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村民の皆さんとともに

村長　古川正隆

村
民
の
み
な
さ
ん
、
新
年
明
け

ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
ま
す
。

国
民
の
生
存
を
支
え
る
重
要
な

役
割
を
果
た
し
て
い
る
農
村
漁
村

は
、
住
民
と
と
も
に
、
国
土
を
支

え
、
文
化
の
基
礎
を
支
え
、
自
然
を

活
か
し
、
新
た
な
地
域
産
業
を
創

り
出
す
と
い
う
、
様
々
な
活
動
に

関
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
国
の
財
政
事
情
の
悪

化
で
地
方
自
治
体
の
財
政
も
大
変

厳
し
い
状
況
に
な
り
、
市
町
村
合

併

が
急
速
に
進
み
町
村

の
数

が

減
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
市
町
村
は
、
歴
史
的
な

経
緯
、
文
化
、
風
土
や
自
然
的
、
地
理

的
条
件
が
異
な
り
、
小
規
模
と
い
う
だ

け
の
理
由
で
合
併
の
対
象
に
す
る
よ
う

な
こ
と
は
、
分
権
改
革
の
中
で
掲
げ
ら

れ
て
き
た
「
自
己
決
定
、
自
己
責
任
」
と

い
う
理
念
に
沿
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。こ

の
よ
う
に
、
私
た
ち
を
取
り
巻
く

環
境
が
厳
し
さ
を
増
す
中
で
も
、
そ
れ

ぞ
れ
創
意
と
工
夫
を
こ
ら
し
な
が
ら
、

様
々
な
行
政
課
題
に
取
り
組
み
、
活
力

と
魅
力
あ
る
村
づ
く
り
を
目
指
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

高
齢
化
社
会
に
よ
る
福
祉
・
医
療
、

農
林
水
産
業
の
振
興
、
子
ど
も
達
が
の

び
の
び
と
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
社

会
な
ど
、
私
た
ち
の
地
域
に
も
課
題
が

た
く
さ
ん
あ
り
、
厳
し
い
財
政
状
況
の

も
と
で
村
民
の
皆
さ
ん
と
役
場
職
員
が

一
体
と
な
っ
て
よ
り
よ
い
村
づ
く
り
に
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向
か
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

村
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
今
年
も
ご
家
族
み

ん
な
が
健
康
で
お
だ
や
か
な
年
で
あ
り
ま
す

よ
う
心
か
ら
祈
念
し
て
新
年
の
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。

ｊ
一

冖

。
二

う

2
4回

蓬
田
村
社
会
福
祉
大
会

「
健
や

か

で

、
安

心

し

て

暮

ら
せ

る
村

づ

く

り

を

め

ざ

し

て
」
を

ス

ロ

ー

ガ

ン
に

、
１９一
月

５

日
（
火

）
ふ

る

さ

と

総

合

セ

ン

タ

ー

に

お

い

て

、

第

2
4回

蓬

田

村

社

会

福

祉

大

会

が

開

催

さ

れ

ま

し

た
。

式

典

で

意見発表者のみなさん

委
員
会
会
長
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
「
高
齢
者
が
支
え
る
地
域
福
祉
づ

く
り
」
に
つ
い
て
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、

細
谷
村
保
健
師
、
柿
崎
昇
さ
ん
（
阿
弥
陀

川
）
、
飯
田
ま
さ
い
さ
ん
（
瀬
辺
地
）
、
村
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
坂
本
弘
子
さ
ん
が

意
見
発
表
し
ま
し
た
。

法
人
銀
色
有
功
章
受
賞

1
2月
1
9日
（
火
）
、
株
式
会
社
蓬
田
紳
装

ホ
テ
ル

青
森
に

お
い
て

日
本
赤

十
字
社

よ
り
法

人
銀
色

や

丶

４
専務の田中さん

h
ｔ
ｔ
ｐ

く

／
ｗ　
ｗ
ｗ
.
　ｎ
ｅ
ｔ
.

　ｐ
ｒ
ｅ

ｆ
.

　ａ
〇
ｍ
ｏ
ｒ
　
i
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ｊ

ｐ
ｙ

ｙ
ｏ
ｍ
ｏ
ｇ

ｉ
ｔ

ａ

／

有
功
章
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。 は

、
共
同
募
金

に

対

し

て

積

極

的

に

援

助

協

力

し

た

功

績

を

た

た

え

工

藤

久

子

さ

ん
（
中
沢
）
に

青

森

県

共

同

募

金

会

蓬

田

村

共

同

募

金



｢亥年｣

今年の主役たち

今年の抱負

青木 譲也さん

久慈 未穂さん 八幡 教太さん

倉谷 夏衣さん

坂本 将吾さん

加藤 愛美さん

木浪 麻里 香さん

福井 美優さん 横内 勇希さん 杉田 芽美さん 奥村 仁平さん

細谷 樹希也さん福井 海青さん横内 咲希さん坂本 純也さん

今年は、マットできれ

いに後転をやりたいで

す。

これからも習字を続け

たい。今、習ったいる事

や部活などはあきらめな

いで最後までやりとお

す。

部活をがんばりたい。

野球の試合でたくさん

ヒットを打ちたい。

今年は友達とたくさ

ん遊びたい。

ぼくは、野球の試合

で、サードとしてどん

な球でもとりたいです。

守りと打撃を中心とし

てがんばります。

バスケの試合でどこ

の小学校と戦っても勝

ちたいです。

運動会でリレーの選

手になりたいです。

野球で、優勝したい

で七、

今年は、二重跳びがで

きるようにがんばりた

いです。ベストメンバー

になって、試合に勝ちた

いで牝、

身の回りの整理整とん

をしたいです。

部活を一日も休まない

上うにＬたいで七

運動会でリレーの選

手になりたいです。

教科をがんばりた

し丶。

家の手伝いをなるべ

くやる。

一番年上なので、学

校をいい方にひっぱっ

ていきたいです。九番の

打者なので、実力で三番

にかりかいで十

野球の大会は優勝し

たい。

今年は、二重とびを

百回跳べるようになり

たいです。今年は、勉

強についていけるよう

にＬたいです｡

今年は、二重跳びを

２６回以上跳びたいで

す。

通信簿で○１５個以上

取るぞ。

運動会で三回連続一位

取るぞ。

野球の試合に出るぞ｡



若佐 麻美さん

今年の六年生みたい

に、バスケで優勝した

い。習字で｢生徒師範｣ま

でとれるように、がんば

りたい。

坂本 貴之さん
今年は友達とこれま

で以上に仲良くしたい

です。

今年は、漢字をがんば

りたいです｡

木戸　 巧真 さん

今平は、かけ舁の聿

算とわり算の筆算をが

んばりたいです。

高田　彩さん
バ スケでベ ストメン

バーになって試合に出た

いです。習字でいまの先

生みたいに上手になりた

いです｡

古村 憲太さん

二重とびをできるよ

うになりたい。

安田 大樹さん

ぼくは、二重とびを

とべるようにしたいで

す。

川崎 伶生さん

野球の試合でレギュ

ラーから落とされないよ

うにがんばる。 友達と

もっと仲良くなりたい。

川内 和希さん

野球の試合で、下位打

線から出て、上位打線に

入ってクレーンナップに

入って、試合に出たいで

す。

吉田 晋哉さん

野球でベストメン

バーに入ってみたい。

野球の大会で優勝し

たい。

越田 優希さん
今年は、バスケットの

ペストメンバーに一度で

もいいからなりたいです。

二重跳びが一回でもでき

るようになりたい。

小 猿 翔也さん青木 未佑さん
習字で一番いい賞に

はいりたい。

二重跳びを連続で跳

びたい。

バスケの大会で優勝

したい。

越田 和樹さん

野球で県大会で優勝

したい。

二重跳びで百回以上

成功させたい。

蓬
田
小
学
校
で
収
穫
祭

１９一
月
1
5
日

（
金

）
、

蓬

田

小

学

校

に

お

い

て

収

穫

祭

が
行

わ

れ
ま

し

た

。

５

、

６

年

生

が

心

を

込

め

て

田

植

え

を

し

、

収

穫

し

た

も

ち

米

を

杵

と

臼

を

使

い

つ

き
ま

し

た
。

つ

い

た

お

餅

は

、

き

な

こ

や

雑

煮

に

し

て

み

ん

な

で

お

い

し

く

頂

き

ま

し

た

。



お 知 ら せ県
で
は
、
個
人
事
業
税
、
法
人
県
民
税
・

事
業
税
、
自
動
車
税
及
び
軽
油
取
引
税
の
口

座
振
替
の
申
込
み
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

県
税
の
納
税
は
、
便
利
で
、
安
全
・
確
実
な

口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法
は
、
通
帳
と
預
金
届
出
印
を
お

待
ち
の
う
え
、
所
定
の
用
紙
で
、
最
寄
り
の

取
扱
金
融
機
関
、
各
地
域
県
民
局
県
税
部
又

は
県
税
事
務
所
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

な
お
、
口
座
振
替
の
内
容
、
申
込
期
限
、
取

扱
金
融
機
関
な
ど
、
詳
し
く
は
、
青
森
県
税

事
務
所
総
務
課
（
0
1
7
1
7
3
4

－
9
9

7
0
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

離
婚
、
未
婚
、
父
親
の
死
亡
・
重
度
障
害

や
１
年
以
上
遺
棄
さ
れ
て
い
る
等
の
児
童
の

母
や
、
養
育
し
て
い
る
方
に
支
給
す
る
制
度

で
す
。

糅
辨
・
身
体
に
障
害
が
あ
る
児
童
の
保
護

者
に
支
給
す
る
制
度
で
す
。

●
受
給
で
き
な
い
場
合
　
　
　
　
　
　
　
　

・
児
童
が
施
設
に
入
所
し
て
い
る
。

・
児
童
が
障
害
を
理
由
と
す
る
年
金
を
受

給
で
き
る
。

・
前
年
の
所
得
が
一
定
額
以
上
。
等

問
い
合
わ
せ
先

役
場

住
民
生
活
課

福
祉
班

２
７
－
2
1
1
1

県
で
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
通
じ
て
県
民
の

皆
様
か
ら
意
見
・
要
望
な
ど
を
お
聞
き
し
、
施

策
の
企
画
・
立
案
の
参
考
に
す
る
た
め
県
政

モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

○
応
募
資
格

県
内
に
お
住
ま
い
の
2
0歳
以
上
の
方
（
議

員
、
公
務
員
、
行
政
相
談
委
員
、
国
や
地
方

公
共
団
体
の
モ
ニ
タ
ー
を
務
め
て
い
る
方
や

務
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
方
、
平
成
1
4年

度

以

降

に
県

政

モ

ニ

タ
ー

を

経

験

し

た

方

は

除

く
。
）

○

募

集

人

員
　
　
9
0
人

程

度

○

期
　
　

間

平

成
1
9
年

４

月

下

旬

か

ら

お

よ

そ

２

年
間

Ｏ

仕
　
　

事

ア

ン

ケ

ー
ト

に

対
す

る
回

答
（
年

３

回

程
度

）

○

応

募

方

法

必

要

事

項

を

記

入

し

て
、

は

が

き

又

は

電

子

メ

ー

ル
で

お
申

し

込
み

く

だ

さ

い

。

Ｏ

必
要

事
項

〒

住

所
、

氏

名
（
ふ

り

が
な

）
、

性

別
、

生

年

月

日

、

職

業

、

電

話

番

号

、

希

望

理

由

、

各

種

モ

ニ

タ

ー

の
経

験

、

携

帯

電

話
以

外

の
電

子

メ

ー

ル
ア

ド
レ

ス
（
あ

る
場

合

）
　（
ご

応

募

の

際
に

い
た

だ

い

た

住

所

、
氏

名

、
電

話

番

号

等

の
個

人

情

報

に

つ
い

て

は

、
県
政

モ

ニ
タ

ー

選
定

な

ど

県

政

モ

ニ

タ
ー

に

関

す

る
事

務

以

外

の

目
的

で

は
利

用

し

ま

せ

ん

。
）

○

応

募

締

切

平

成
1
9
年

１

月
3
1
日

（
水
）
（
当

日

消

印

有

効

）

Ｏ

結

果

通

知

住

居

地

域

、

年

齢

、

職

業

な

ど

を

勘
案

し

て
決

定

し

、

平

成
1
9
年

３

月

末

ま

で

に

全
員

に

通
知

し

ま

す

。

○

そ

の

他

１
年

ご
と

に

記

念

品

を

贈

呈

し

ま

す

。

◆

お
問

い
合

わ

せ

、

お

申

し

込

み

は

青

森

県

企

画

政

策
部

政

策

調
整

課

広

報

広

聴

グ

ル

ー

プ

県

政

モ

ニ

タ

ー

係

〒
0
3
0
1
8
5
7
0
　

青

森
市

長

島

一

丁

目

一
１

一

電

話
　
0
1
7
1
7
3
4
1
9
1
3
8

電

子

メ

ー

ル

ア

ド

レ

ス

ｋｏ
ｈｏ
＠ｐ
ｒ
ｅ
ｆ
.　ａ
ｏ
ｍ
ｏ
ｒ
ｉ
.

『
青
森
県
産
業
別
最
低
賃
金
』
は
、
平
成

1
8年
1
2月
2
1日
か
ら
、
以
下
の
と
お
り
改
正

さ
れ
ま
す
。

◆
鉄
鋼
業
／
時
間
７
３
０
円

◆
電
気
機
械
器
具
、
情
報
通
信
機
械
器
具

、
電
子
部
品
■
デ
バ
イ
ス
製
造
業
／
時
間
額

６
７
２
円

◆
各
種
商
品
小
売
業
／
時
間
額
６
６
７
円

◆
自
動
車
小
売
業
／
時
間
額
７
０
５
円

な
お
、
県
内
で
働
く
す
べ
て
の
労
働
者

に
適
用
さ
れ
る
『
青
森
県
産
業
別
最
低
賃

金
』
は
、

平
成
1
8年
1
0月
１
日
か
ら
、
時

間
額
６
１
０

円
に
改
正
さ
れ
て
い
ま
す
。

最
低
賃
金
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

は
、
青
森
労
働
局
賃
金
室
（
℡
0
1
7
－

7
3
4
1
4
1
1
4

）
又
は
最
寄
り
の
労

働
基
準
監
督
署
ま
で
。

詳
細
に
つ
い
て
は
青
森
労
働
局
の
ホ
ー

情 報 局

児
童
扶
養
手
当
制
度
に
つ
い
て

県
税
口
座
振
替
制
度
の
お
知
ら
せ

県
政
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
中
－

特
別
児
童
扶
養
手
当
制
度
に
つ
い
て

●
受
給
で
き
な
い
場
合

・
児
童
が
施
設
に
入
所
し
て
い
る
。

・
母
、
養
育
し
て
い
る
方
、
児
童
が
公
的
年

金
を
う
け
て
い
る
。

・
児
童
が
年
金
の
加
算
対
象
に
な
っ
て
い
る
。

・
母
に
事
実
婚
が
あ
る
。

・
前
年
の
所
得
が
一
定
額
以
上
。
等

ム

ペ

ー

ジ

（
耳

甘

≒

ｌ

ｗ
.
　ａ
ｏ
ｍ
ｏ
ｒ

ｉ
.　ｐ

ｌ
ｂ
｡

ｎ
ｏ
こ

ミ

）
で

も

ご

覧

い

た

だ

け

ま

す

。

青
森
県
産
業
別
最
低
賃
金

改
正
の
お
知
ら
せ
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